
ゾーンチｴアパーソン就任

　　　　　　　　　八重山ライオズクラブ会員の皆様におかれましては、益々のご健勝にて、ライオ

　　　　　　　　　ニズムの高揚にご精進のこととお慶び申し上げます。コロナ禍で活動が制限され

　　　　　　　　　る中、砂川会長を中心に弱視改善プログラム教材を俊敏な動きで石垣・竹富町

　　　　　　　　　与那国町の自治体と協力し保育園、幼稚園に寄付するアクティビティーを行って

いる報告を受け大変感動致しております。３３７-Ｄ地区の各クラブもコロナ禍で大変制限をかけられ

ている環境下で活動を行っています。

また、台風・ゲリラ豪雨と自然災害も多発し仮住宅に住んでいられる人々も多くおられます。必要な

時に必要な援助やボランティアをライオンズのネットワークを通して行われるよう、日本ライオンズ

理事長を始め多くの同志達が頑張っています。

我々八重山ライオンズクラブも、今まで通り素晴らしい活動を行い地域に誇れるライオンズクラブを

砂川会長を中心に造っていきましょう。私は、ゾーンの各クラブが活発な活動を行えるよう環境作り

沖縄リジョン八重山ライオンズクラブを盛り上げたいと思います。

（337-D 地区沖縄リジョン３ゾーン）

アクティビティ

幼児弱視早期発見キット贈呈

明和大津波遭難者慰霊の塔の清掃模様

日時 :７月２５日（土）午後５時～

場所：宮良牧中

参加者：砂川一晃・和泉用允・崎浜秀崇・仲間清隆

　　　　花城　哲・天久源三・事務局他

Ｌ . 岡部厚志

会 員 情 報

今年度のスタートアップ事業である「地域のこども達の弱視を・・・早期発見検査キットで守ろう」

の取り組みが７月２９日の石垣市への贈呈から始まり、８月２２日

は竹富町へ、27 日は与那国町への贈呈が行われました。子供の

視力の発達は生後～６歳ぐらいまでといわれており、弱視治療

で大切なことは早期治療と早期発見が重要であります。このた

め、保育所や幼稚園等々で早い時期に視力検査を実施して頂き

八重山地域の子供たちの視力を守るためには行政機関の支援が

重要と捉え三市町への贈呈となりました。

竹富町の西大舛高旬町長は「昨今は電子機器の影響か、眼鏡を

かけている子供たちが多いと気になっていました。早期発見で

きる体制を構築したい」と感謝していました。

識名安信ライオン

が、一般社団法人

「日本ライオンズ」

の理事長に再任さ

れました。

従来理事長職は単年

度制であったが、新型

コロナウイルスに感染の

状況下、そのリーダーシ

ップと行動力が評価され、また、この新しい状況

の中で災害支援の指揮系統を一本化するアラート

委員会の新設など組織改革に取り込んでいる等々

が異例の再任となりました。

先日の８月第二例会で、７月にあった九州豪雨の被災地にいち早く

入ったが「今回のコロナ禍の中で県外よりの災害ボランティアの

移動が出来ず、これまでとは違う状況になっている中で、今後の奉仕活動

の在り方も変わってくると思います。」と語っていました。

また、地元の八重山日報より取材を受け、当日の一面トップで紹介されています。
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